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た。モルモットグレリンは 28 個のアミノ酸（GAS（C10:0）FR SPEHH SAQQR KESRK LPAKI 
QPR）からなり、第 3 位のセリン残基がデカン酸により修飾されていることを明らかにした。こ
れまで報告がある哺乳動物のグレリンの多くで保存性が高かったN 末端第 1 位から 10 位までの















GHS-R1a mRNA がグレリン mRNA よりも広範な組織に発現していたことは、他の哺乳動物の
報告と同様に、モルモットにおいてもグレリンが多機能な生理活性物質であることを示唆した。 
第 3 章では、モルモットグレリンの生物活性について検討した。モルモットグレリンは特有な


































 グレリンは growth hormone secretagogue receptor (GHS-R1a)の内因性リガンドとして














研究の成果   
 第 1 章では、分子生物学的および生化学的手法を組合せ、モルモットグレリンの構造を















マウスおよびラットと概ね類似すると結論している。また、受容体である GHS-R1a の mRNA
発現は、下垂体および腎臓で高いこと、延髄、心臓および肝臓でも中程度の発現が認めら
































学位論文の内容の一部は 2018 年 1 月発行の以下の論文に掲載されている。Okuhara Y, 
Kaiya H, Teraoka H, Kitazawa T.  Structural determination, distribution, and 
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